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神奈川のこくほ・かいご●かながわ TOP 紹介 1

横
須
賀
市
は
、神
奈
川
県
の
南
東
、三
浦

半
島
の
中
央
部
に
位
置
し
、
東
に
東
京
湾
、

西
に
相
模
湾
を
臨
み
、
三
方
を
海
に
囲
ま

れ
た
温
暖
な
気
候
と
、
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
都
市
で
す
。

ペ
リ
ー
来
航
や
日
本
初
の
造
船
所
で
あ

る
横
須
賀
製
鉄
所
の
建
設
な
ど
、
日
本
近

代
化
の
礎
と
な
っ
た
都
市
で
も
あ
り
、
数

多
く
残
る
近
代
化
遺
産
は
、
往
時
の
横
須

賀
の
躍
動
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
表
面
化
す
る

な
ど
、市
民
が
将
来
に
対
す
る
不
安
や
、閉

そ
く
感
、
停
滞
感
を
抱
く
状
況
が
見
ら
れ

ま
す
。

昨
年
７
月
、市
長
に
就
任
し
、こ
の
よ
う

な
状
況
を
転
換
し
、
市
民
が
将
来
に
対
し

て
希
望
や
期
待
感
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
に
す
る
た
め
「
横
須
賀
再
興
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
横
須
賀
復
活
に
向
け
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

具
体
的
に
は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て

い
る
地
の
利
を
生
か
し
た
「
海
洋
都
市
」、

住
む
人
や
訪
れ
る
人
が
ワ
ク
ワ
ク
と
楽
し

く
な
る
よ
う
な
「
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
都
市
」、
地
域
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
互
い
に
助
け
合
う
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
「
個
性
あ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
る
都
市
」
の
３
つ
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
軸
に
、「
経
済
と
福

祉
の
両
立
」
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

特
に
福
祉
分
野
で
は
、
相
談
体
制
、
医

療
・
介
護
の
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
活
動
に
対
す

る
支
援
の
強
化
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
伴
う

保
険
料
収
入
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
、

医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
か
ら
１
人
当
た

り
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
が
続
き
、
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
平

成
26
年
度
に
保
健
担
当
課
を
設
置
し
て
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
保
健
事
業
推
進

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
「
第
２
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
」に
基
づ
き
、被
保
険
者
の
健

康
の
保
持
増
進
と
医
療
費
適
正
化
を
実
現

す
る
た
め
、特
定
健
康
診
査
受
診
率
、特
定

保
健
指
導
実
施
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
予
防

と
重
症
化
予
防
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
、新
た
な
施
策
で
は
、特
定
健
康
診

査
の
受
診
率
向
上
策
と
し
て
、
受
診
勧
奨

業
務
の
強
化
に
加
え
、
重
症
化
予
防
の
一

環
で
あ
る
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
人
工
透
析

移
行
を
予
防
す
る
た
め
の
指
導
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
対
象
者
を
拡
大
し
て
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
薬
剤
師
会
と
連
携
し
て
家
庭
に

お
け
る
残
薬
の
有
効
活
用
の
た
め
の
医
薬

品
回
収
バ
ッ
グ（
ネ
イ
ビ
ー
バ
ッ
グ
）に
よ

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
、
医
療
保
険
財

政
と
被
保
険
者
の
自
己
負
担
を
軽
減
し
適

正
医
療
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
子
育
て
の
各
分
野
の
施
策

を
連
携
・
強
化
さ
せ
、
住
民
が
支
え
あ
い
、

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
須
賀
の
復
活
に
は
、
地
域
経
済
の
再

興
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
の
充
実
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
不
安
を
抱
え
て
い
る
市
民
に

寄
り
添
い
、
困
っ
た
と
き
も
住
民
同
士
の

助
け
合
い
が
自
然
と
生
ま
れ
る
よ
う
な
、

「
誰
も
一
人
に
さ
せ
な
い
ま
ち
」
を
目
指
し

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

かながわ
紹介TOP

「
誰
も
一
人
に
さ
せ
な
い
ま
ち
」
を

目
指
し
て

横須賀市長　上地　克明
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■表紙の説明

厳島湿生公園

厳島湿生公園は県下でも稀な清水が出ている湿生地の復
元・保全のために整備された公園です。園内は、「弁天様」とし
て地域の方々に親しまれている厳島神社を中心にして、湿生地
には木道をめぐらし、東屋、休憩ひろば等が設置されています。
園内では、様々な水生動植物を観賞することができます。シ
ュレーゲルアオガエル、ホトケドジョウなどの希少な生き物が
確認されており、ホタルの観賞を楽しむことができます。
毎年５月には「竹灯篭の夕べ」が開催され、竹灯篭のあかり
の揺らめき、水面に映る景色などが幻想的な雰囲気をかもし出
し、多くの来場者を魅了します。

〈アクセス〉
●小田急小田原線

秦野駅下車、「二宮駅北口」行に乗車し「北窪入口」バス
停下車徒歩１分　

● JR東海道線
二宮駅下車、「秦野駅南口」行に乗車し「北窪入口」バス
停下車徒歩１分　

●車
東名高速道路　秦野中井 ICから５分
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神奈川のこくほ・かいご●保険者紹介コーナー 3

中井町　概　要 （平成 30年 8月１日現在）

■人　口：9,496 人（男 4,793 人、女 4,703 人）
■世帯数：3,757 世帯
■面　積：19.9k㎡
■町の花：ききょう
■町の鳥：しらさぎ
■町の木：きんもくせい

中井中央公園／園内には野球場、多
目的広場、パークゴルフ場、全長101m
のローラー滑り台をはじめとした遊
具、親水池があり、子どもから大人まで
誰もが楽しめる憩いと遊びの場です。

所在地：中井町比奈窪580番地

中井町

★



神奈川のこくほ・かいご●保険者紹介コーナー4

■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制

本
町
の
被
保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
、

平
成
30
年
７
月
末
現
在
で
、
２
６
２
３
人
、

１
５
３
８
世
帯
で
、
加
入
率
は
そ
れ
ぞ
れ

27
･６
％
、
40
･９
％
で
す
。

税
務
町
民
課
は
、
町
税
の
賦
課
・
徴
収
を

所
管
す
る
税
務
班
（
職
員
６
人
、
臨
時
職
員

１
人
）と
、戸
籍
、住
民
票
、印
鑑
証
明
、国

民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国

民
年
金
な
ど
を
所
管
す
る
窓
口
保
険
班
（
職

員
５
人
、
臨
時
職
員
１
人
）
の
２
班
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
務
は
、
職

員
２
人
、
臨
時
職
員
１
人
で
担
当
し
て
お

り
、
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導
に
係

る
業
務
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
が
在
籍
す
る

健
康
課
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
保
険
財
政
の
状
況

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
決
算
は
、
歳
入
が
15
億
１
１
７
６
万

円
、
歳
出
は
14
億
２
１
３
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
４
･７
％
、
１
･

３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
数

の
減
少
に
伴
い
保
険
税
は
前
年
度
と
比
較

す
る
と
６
･４
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
が
前
年
度
と
比
較
す

る
と
10
･７
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
決
算
総
額
が
増
加
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
段
階
的
な
資

産
割
額
の
廃
止
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を
行
う
た

め
、
資
産
割
額
を
半
減
し
つ
つ
平
均
約
３
％

の
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

■
徴
収
対
策

本
町
の
平
成
29
年
度
保
険
税
の
収
納
率

は
、
現
年
度
が
96
･60
％
で
前
年
度
比
０
･

25
ポ
イ
ン
ト
の
減
、
過
年
度
が
15
･05
％
で

前
年
度
比
３
･67
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

収
納
率
は
県
下
上
位
で
は
あ
り
ま
す

が
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
の
加
入
割
合
が

高
く
、
保
険
税
負
担
率
も
高
い
こ
と
な
ど

を
背
景
と
し
て
徴
収
に
苦
慮
し
て
い
る
状

況
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施
な
ど
に

よ
る
納
税
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
税
務

部
門
と
同
一
課
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
滞
納

者
情
報
を
共
有
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な

徴
収
業
務
を
図
る
た
め
、
町
税
と
あ
わ
せ

て
の
納
税
相
談
や
滞
納
処
分
な
ど
を
実
施

し
、
保
険
税
の
収
納
率
の
維
持
・
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

■
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
対
策

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
集

団
健
診
に
お
い
て
は
、
特
定
健
診
と
が
ん

検
診
の
同
時
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

●

国
保
〔
税
務
町
民
課
〕
　
●

■町の概要
中井町は、神奈川県の南西部に位置し、東京都心
から 65kmと首都圏に位置しながらも、豊かな自
然や里山風景が残る町です。起伏に富んだ大磯丘
陵の一角にあり、北に丹沢山地、西には富士山を仰
ぎみることができます。南に望む相模湾の影響を

直接受けるため、冬は暖かく、夏は涼しい気候とな
っています。
町の北部には東名高速道路秦野中井インターチ

ェンジが開設されており、東京都心から車で１時
間弱と、交通アクセスに恵まれています。

税務町民課の様子健康課の様子



神奈川のこくほ・かいご●保険者紹介コーナー 5

別
健
診
に
お
い
て
は
、
本
町
で
は
行
政
圏

と
生
活
圏
と
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
地
元

医
師
会
だ
け
で
な
く
近
隣
医
師
会
等
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
活
圏
に
お
い
て

特
定
健
診
を
受
診
で
き
る
環
境
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、中
井
町
健
康
増
進
計
画「
美み

・
緑

り
ょ
く

な
か
い
健
康
プ
ラ
ン
」で「
健
診
を
受
け
て

ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト
！
」
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
地
域
通
貨
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無

料
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
と
交
換
で
き
る
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
特
定
健
診
の
受
診
に
よ
り
付
与

し
、お
得
感
を
演
出
し
、受
診
意
欲
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
の
状
況
と
実
施
体
制

本
町
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

は
３
１
０
９
人
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

数
は
４
５
９
人
で
、居
宅
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は
２
７
４
人
、
地
域
密

着
型
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は

35
人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は
83

人
で
す
。（
平
成
30
年
６
月
分
介
護
保
険
事

業
状
況
報
告
数
値
）
第
７
期
の
介
護
保
険
料

の
月
額
基
準
額
は
５
３
８
３
円
で
、
認
定
率

は
14
･４
％
と
国
・
県
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
状
況
で
す
が
、
近
年
認
定
率
が
上
昇
し
て

き
て
い
ま
す
。
高
齢
化
等
の
進
展
に
伴
っ
て

保
険
給
付
費
は
増
加
傾
向
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
支

援
事
業
全
般
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
課
は
健
康
づ
く
り
班
と
高
齢
介
護
班

か
ら
な
り
、高
齢
介
護
班
で
は
介
護
保
険
、介

護
予
防
、
高
齢
者
福
祉
等
に
つ
い
て
職
員
４

人
、介
護
認
定
調
査
員
３
人
、臨
時
職
員
１
人

の
職
員
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
転
倒
骨
折
予
防
活
動
を
自
治
会
単
位
で
推
進

本
町
で
は
、
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
た
め
の

生
活
課
題
等
の
把
握
調
査
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
運
動
が
日
頃
か
ら
十
分
で
な
い
こ
と

や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
転
倒
へ
の
不
安
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

実
際
に
過
去
一
年
間
に
転
倒
し
た
経
験
と
、

介
護
の
有
無
、
健
康
悪
化
が
比
例
し
て
い
る

こ
と
も
併
せ
て
分
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
こ
れ
ま
で
15
年
に

わ
た
り
推
進
し
て
き
た
高
齢
者
の
転
倒
・

骨
折
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
お
り
、
技
術
を
習
得
し
た
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
「
体
操
指
導
員
」
を
中
心

に
、
自
治
会
単
位
で
転
倒
骨
折
予
防
教
室

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
地
域
で
の

参
加
し
や
す
い
活
動
で
も
あ
り
、
昨
年
度

の
参
加
者
数
は
延
べ
２
５
０
０
人
を
超

●

介
護
〔
健
康
課
〕
　
●

おやじの会「料理教室」 認知症予防事業「コグニサイズ」 転倒骨折予防教室

なかい里都
さ　　と

まちCAFE
中井中央公園内に「なかい里都

さ　と

まちCAFE」と、その外周に「里都
さ　と

まち
ガーデン」が誕生しました。
CAFEは、食事をとりながら里山の風景、富士山、足柄地域の山並み、中
央公園のスポーツの風景を楽しむことができます。地域の特産品、野菜な
ども販売しています。ガーデンには、直径約２メートルの巨大なピザ釜がある「里都

さ　と

まちキッチン」やヨガ
や体操教室、子どもが自由に遊べる広い芝生エリア、イベントのステージとして利用できるウッドデッキな
どがあります。施設の貸し出しも行っています。なかい里都

さ　と

まちCAFEのホームページでご確認ください。

保険者

自　慢
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え
、介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、地
域
で
の
交

流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
体
操
指
導
員
」
は
67
人
で
す
が
、

今
後
も
積
極
的
に
指
導
員
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
自
治
会
に
対
し
保
健
師
を
は
じ

め
健
康
運
動
指
導
士
等
の
専
門
職
の
派
遣

等
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
等
に
よ
り
、
高
齢
者
の
自
立
支
援

や
要
介
護
状
態
の
重
症
化
防
止
へ
の
成
果

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
事
業
効
果
等
を
検
証
し
、
効
果

的
・
効
率
的
な
介
護
予
防
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
予
防
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
脳
の
活
動
を
活
発
に
す
る
機
会
を
増

や
し
、
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
事
業
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。事
業
は
非
常
に
好
評
で
、今
年

度
か
ら
定
員
枠
の
拡
大
を
実
施
し
た
ほ

か
、
定
期
開
催
と
は
別
に
「
達
人
コ
ー
ス
」

と
「
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
参
加
者
か
ら
の
要
望
・
意
見
等
を
踏

ま
え
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
と
な
る
よ
う

改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
生
涯
を
通
じ
た
町
民
の
取
り
組
み
を
応
援

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
美み

・
緑り

ょ
くな

か
い
健
康
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
生
涯
各
期
に
お
け
る
健
康
づ
く
り

及
び
食
育
推
進
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
事
業

と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

立
ち
上
げ
た
「
シ
ニ
ア
入
門
講
座
」
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
を
開
催
し
、
定
員
を
超

え
る
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
高
齢
期
男
性
に
よ
る
「
お
や
じ
の
会
」

が
発
足
し
、
料
理
教
室
を
通
じ
て
健
康
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
健
康
プ
ラ
ン
中
間
評
価
に
お
い
て
見

直
し
を
行
い
、
活
動
の
目
的
に
合
わ
せ
て

介
護
予
防
事
業
へ
と
位
置
付
け
を
移
し
、

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
健

康
課
と
い
う
一
つ
の
部
署
で
健
康
増
進
と

介
護
予
防
の
両
事
業
を
担
当
し
て
お
り
、

継
続
性
を
持
ち
連
携
し
た
取
り
組
み
が
行

い
や
す
い
こ
と
、
加
え
て
町
民
と
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
が
可
能
な
人
口
規
模
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
〝
強
み
〞
と
し
て
活

か
し
、生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
、介
護

予
防
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
や
関
係
団
体
等
と
力

を
合
わ
せ
、
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
･介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
理
念
「
―

い
き
い
き
 ふ
れ
あ
い
 支
え
あ
い
―
高
齢

者
が
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
、
中
井
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
事
業
や
取
り
組
み
を

町
民
と
と
も
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●中井町ホームページアドレス
https://www.town.nakai.kanagawa.jp

●（国保）税務町民課　窓口保険班
電話 0465-81-1114
FAX 0465-81-3327

●（介護）健康課　高齢介護班
電話 0465-81-5546
FAX 0465-81-5657

国保･介護
の

連絡先

「なかいの逸品、太鼓判！」

中井町の資源等を活用した事業の拡大のため、
ブランドコンセプトにあった優れたものを、町が
推奨するブランド品として認証しています。「なか
い里都

さ　と

まち CAFE」などで販売されています。
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真
鶴
町
は
神
奈
川
県
の
西
部
に
位
置

し
、
面
積
７
･05
㎢
の
県
内
で
２
番
目
に
小

さ
く
、
南
部
は
相
模
湾
に
面
し
真
鶴
半
島

の
美
し
い
自
然
景
観
を
作
り
出
し
て
お

り
、
北
部
は
山
裾
の
斜
面
に
樹
園
地
が
広

が
り
主
に
み
か
ん
栽
培
が
行
わ
れ
る
、
比

較
的
温
暖
な
気
候
の
暮
ら
し
や
す
い
、
自

然
豊
か
な
町
で
す
。
鶴
が
羽
を
広
げ
た
よ

う
な
形
を
し
た
半
島
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
真
鶴
」
と
い
う
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
全
町
域
が
起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な

地
形
を
し
て
お
り
平
た
ん
地
が
少
な
く
階

段
や
坂
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
町
の

人
口
は
約
７
３
６
７
人
(平
成
30
年
８
月
１

日
現
在
)、年
間
出
生
数
約
30
人
、高
齢
化
率

が
40
％
を
超
え
、
県
内
で
最
も
高
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
本
町
で
は
、
今
後
も
後

期
高
齢
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
介
護
予
防
体
制
の
更

な
る
充
実
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
真
鶴
町
元
気
・
安
心
・
生
き
活
き
プ

ラ
ン
」
で
は
「
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
分
か

ち
合
う
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
高
齢

者
を
含
め
た
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、〝
は
つ
ら
つ
・
わ
く
わ
く
元
気
塾
〞（
一

般
高
齢
者
運
動
教
室
）
や
〝
お
達
者
教
室
〞

（
認
知
症
予
防
教
室
）、
送
迎
が
な
い
と
参

加
で
き
な
い
方
の
た
め
の
運
動
教
室
と
し

て
〝
ら
く
ら
く
運
動
教
室
〞
な
ど
、
様
々
な

健
康
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
単
に
運
動
機
能
や
筋
力
の
向
上

だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
運
動
教
室

の
休
憩
時
を
利
用
し
て
健
診
等
を
通
じ
た

健
康
・
疾
病
管
理
の
重
要
性
に
関
す
る
普

及
啓
発
や
認
知
症
予
防
を
含
め
た
普
段
の

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
等
を

行
い
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
意
識
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
を
保
ち
、
生
活

の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

な
高
齢
者
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
支
援
、

介
護
予
防
施
策
と
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

真鶴町

わがまちわがまち
健 康健 康

オール真鶴
「家」に住むのではなく「町」に住む　

みんなで支え合い、分かち合うまち

健康福祉課
主任保健師　竹下 加代子

信
頼
で
築
く
未
来
、

美
し
く
輝
く
町
「
真
鶴
」

介
護
予
防
教
室
で

〝
生
涯
現
役
〞
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町
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
家

庭
で
も
運
動
を
毎
日
継
続
で
き
、
親
し
み

を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
平
成
16
年
に
町
独

自
の
体
操
「
ま
な
づ
る
生
き
活
き
健
康
体

操
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
体
操
の
内
容
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
行
え
る
よ
う
リ

ズ
ム
感
の
あ
る
第
１
体
操
と
ゆ
っ
た
り
と

し
た
テ
ン
ポ
で
じ
っ
く
り
と
身
体
を
ほ
ぐ

し
な
が
ら
筋
肉
に
働
き
か
け
る
第
２
体
操

の
２
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
体
操
も
行

わ
れ
、
作
成
当
初
２
か
所
だ
っ
た
自
主
グ

ル
ー
プ
が
４
か
所
に
増
え
ま
し
た
。
体
操

の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
継
続
し
て
い

る
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

保
健
推
進
委
員
と
協
力
し
、
町
行
事
（
町

民
運
動
会
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
）

の
準
備
運
動
、
毎
年
学
校
や
幼
稚
園
等
に

協
力
を
得
て
普
及
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み

期
間
中
は
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
規
則
正
し
い
生
活
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
、
小
学
生
・
幼
稚
園

児
や
保
護
者
の
参
加
も
あ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
体
操
普
及
を
工
夫
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
鶴
町
で
は
、
毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る

社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
町
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
診
療
所
・
薬
剤
師
会
・
臨
床
検

査
技
師
会
・
介
護
事
業
所
を
は
じ
め
と
し

た
多
職
種
の
関
係
機
関
が
連
携
し
た
健
康

づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
看
護
師

に
よ
る
体
組
成
計
測
定
の
実
施
、
そ
の
他
健

康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
血
圧
測
定
、

血
流
測
定
、
骨
密
度
測
定
、
薬
剤
師
会
に
よ

る
お
薬
相
談
、
町
保
健
師
に
よ
る
糖
尿
病
予

防
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
地
域
福
祉
計

画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
一
つ
、
当
町
の

循
環
器
疾
患
予
防
対
策
と
し
て
、
特
定
健
診

時
に
食
事
調
査
と
尿
中
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
濃
度
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
報

告
と
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
で
町
の
健
康
課

題
と
し
て
共
有
し
、
オ
ー
ル
真
鶴
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

真
鶴
町
に
は
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活

動
を
推
進
し
て
く
だ
さ
る
保
健
推
進
委
員

９
名
が
、
様
々
な
健
康
づ
く
り
活
動
に
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
ま
な
づ
る
生
き
活
き
健
康
体

操
の
普
及
月
間
に
は
、
毎
日
交
代
で
各
地

区
に
あ
る
会
場
に
出
向
き
、
各
地
域
で
中

心
と
な
っ
て
体
操
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
楽
し
く
体
操
を
覚
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
面
白
い
顔
の
手
袋
人
形

を
作
成
し
て
町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、

子
育
て
サ
ロ
ン
へ
出
向
い
て
普
及
活
動
を

し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
運
動
習
慣
が
身
に

つ
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

真
鶴
町
で
は
、
平
成
29
年
度
に
社
会
福
祉

協
議
会
、
国
保
診
療
所
と
と
も
に
三
位
一
体

の
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
各
年

代
に
お
け
る
健
康
課
題
を
共
有
し
、
誰
も
が

生
涯
現
役
を
目
指
し
た
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
職
種
連
携
で
健
康
づ
く
り

「
オ
ー
ル
真
鶴
」で
健
康
づ
く
り

地
域
ぐ
る
み
で
進
め
る

健
康
づ
く
り
の
輪

│
真
鶴
町
保
健
推
進
委
員
会
│

明
る
く
楽
し
い

ま
な
づ
る
生
き
活
き
健
康
体
操
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「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
」
を
改
定
し
ま
し
た

⑴
計
画
改
定
の
趣
旨

本
県
は
全
国
で
も
有
数
の
ス
ピ
ー
ド
で

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
介
護
や
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
３
月
に

「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」を
改
定

し
、い
わ
ゆ
る「
団
塊
の
世
代
」が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、「
高
齢
者
が

安
心
し
て
、元
気
に
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
、市
町
村
と
の

連
携
の
下
、
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度

か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑵
改
定
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
改
定
に
お
い
て
は
、
２
０
２
５

年
を
見
据
え
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
深
化
・
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
ほ

か
、
認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
対
応
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
認

知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」
を

施
策
の
柱
の
一
つ
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
年
の
介
護
保
険
法
改
正

に
お
い
て
、
市
町
村
は
保
険
者
機
能
を
発

揮
し
て
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
、
県
は
市
町
村
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、新
た
に
市
町
村
の
介
護
予
防
、重

度
化
防
止
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
施
策

に
位
置
付
け
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
改
定
か
ら
神
奈
川
県
保

健
医
療
計
画
と
計
画
作
成
・
見
直
し
の
サ

イ
ク
ル
が
一
致
す
る
こ
と
と
な
り
、
両
計

画
の
整
合
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑶
計
画
で
取
り
組
む
事
項

引
き
続
き「
高
齢
者
が
安
心
し
て
、元
気

に
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
」

を
基
本
目
標
と
し
て
、

①
２
０
２
５
年
に
向
け
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

②
認
知
症
の
人
や
家
族
等
に
対
す
る
総
合

的
な
認
知
症
施
策
の
推
進

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

④
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り

⑤
人
生
１
０
０
歳
時
代
に
お
け
る
高
齢
者

の
社
会
参
画
の
推
進

⑥
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
表
１
の
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
の
展
開
】

〈
表
１
〉

高
齢
者
の
自
立
支
援
･重
度
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

│
高
齢
者
が
安
心
し
て
、
元
気
に
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
│

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

1

Ⅰ
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

１
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

２
高
齢
者
の
尊
厳
を
支
え
る
取
組
の
推
進

３
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

４
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

Ⅱ
い
き
い
き
と
暮
ら
す
し
く
み
づ
く
り

１
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

２
社
会
参
画
の
推
進

３
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅲ
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
適
切
な
提
供
と

そ
の
基
盤
づ
く
り

１
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
適
切
な
提
供

２
人
材
の
養
成
、
確
保
と
資
質
の
向
上

３
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整
備

Ⅳ
市
町
村
が
行
う
取
組
の
支
援
施
策
及
び

目
標
値

１
介
護
予
防
や
重
度
化
防
止
の
取
組
の
支
援

２
介
護
給
付
適
正
化
の
取
組
へ
の
支
援
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デ
ー
タ
を
活
用
し
た

地
域
分
析
に
つ
い
て

⑴
地
域
包
括
ケ
ア

「
見
え
る
化
」シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

平
成
29
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
、
市
町
村
は

保
険
者
機
能
の
強
化
を
、
県
は
市
町
村
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
地
域
の
実
態
や
課
題

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
把
握
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
『
見
え
る
化
』
シ
ス

テ
ム
」（
以
下
「
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
」
と
い

い
ま
す
。）を
運
営
し
て
い
ま
す
。見
え
る
化

シ
ス
テ
ム
で
は
、
要
介
護
認
定
率
な
ど
介
護

保
険
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
だ
れ
で
も
閲
覧
で
き
、
他
の
地

域
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
の
ア
ド
レ
ス
】

https://m
ieruka.m
hlw
.go.jp/

⑵
地
域
分
析
支
援
に
つ
い
て

現
在
、
要
介
護
認
定
率
や
一
人
当
た
り

介
護
費
用
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
居
宅
サ
ー

ビ
ス
の
割
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
域
差

が
あ
り
ま
す
。（
図
１
、
図
２
）

高
齢
化
の
状
況
、地
理
的
条
件
、独
居
等

の
家
族
構
成
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

が
地
域
差
に
つ
い
て
多
角
的
な
分
析
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
地
域
分
析
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
結
果
を
市
町
村
と
共
有
し
ま
す
。
ま
た
、

市
町
村
が
行
う
地
域
分
析
を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
の
自
立
支
援
・
重
度

化
防
止
の
取
り
組
み

地
域
の
介
護
・
医
療
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
て
行
わ
れ
る
地
域
ケ
ア
会
議
は
、
本
県

で
は
全
市
町
村
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
や
認
知
症
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ

な
ど
高
齢
者
本
人
に
関
す
る
ケ
ー
ス
検
討
、

さ
ら
に
は
、
社
会
資
源
の
不
足
、
地
域
の
支

え
合
い
の
不
足
を
ど
の
よ
う
に
政
策
に
つ

な
げ
る
か
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

回
数
は
市
町
村
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
合
わ
せ
て
全
県
で
１
年
間
に
２
４
０
０

回
以
上
に
な
り
ま
す
。（
平
成
29
年
度
）

国
に
お
い
て
は
、
自
立
支
援
と
重
度
化

防
止
に
向
け
た
保
険
者
機
能
の
強
化
等
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
介
護
予
防
活

動
普
及
展
開
事
業
と
し
て
、
介
護
予
防
に

か
か
る
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
を
、
平
成
33

年
度
ま
で
に
全
市
町
村
で
実
施
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
活
動
普
及
展
開
事
業
は
、
地
域

ケ
ア
個
別
会
議
で
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者
や
要
支
援
者
な
ど
を

対
象
に
、
高
齢
者
の
自
己
実
現
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
を
目
指
し
て
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
多

角
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
自
立
支
援
、

介
護
予
防
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。本
県
に
お
い
て
は
現
在
、藤
沢
市
、小

田
原
市
、
逗
子
市
、
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、
葉

山
町
、
松
田
町
及
び
開
成
町
の
８
市
町
が
モ

デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
で
は
、市
町
村
が
、こ
の
よ
う
な
介
護

予
防
の
た
め
の
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
を
実

施
す
る
た
め
に
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法

士
、
管
理
栄
養
士
及
び
歯
科
衛
生
士
な
ど

の
専
門
職
を
派
遣
し
、
市
町
村
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

2

3

全
国
神
奈
川
県

横
浜
市

川
崎
市

相
模
原
市

横
須
賀
市

平
塚
市

鎌
倉
市

藤
沢
市

小
田
原
市

茅
ヶ
崎
市

逗
子
市
三
浦
市

秦
野
市

厚
木
市

大
和
市

伊
勢
原
市

海
老
名
市

座
間
市

南
足
柄
市

綾
瀬
市

葉
山
町

寒
川
町

大
磯
町

二
宮
町

中
井
町

大
井
町

松
田
町

山
北
町

開
成
町

箱
根
町

真
鶴
町

湯
河
原
町

愛
川
町

清
川
村

■認定率（要介護度別）　平成29年（2017年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈図1〉
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〈時点〉平成29年（2017年）　〈出典〉厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成28年、29年度のみ「介護保険事業状況報告」月報

■第1号被保険者1人あたり給付月額（在宅サービス･施設および居住系サービス）　平成29年（2017年）　〈図2〉
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〈時点〉平成29年（2017年）　〈出典〉厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成28年、29年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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全国
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特
定
保
健
指
導
の
大
き
な
課
題

特
定
保
健
指
導
制
度
が
施
行
さ
れ
て

10
年
が
経
過
し
た
。
今
年
度
か
ら
の
第

３
期
で
は
い
よ
い
よ
、
特
定
保
健
指
導

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
ど
う
成
果
を

得
る
か
が
最
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

特
定
保
健
指
導
が
特
定
健
診
と
異
な

る
点
を
述
べ
る
と
、
健
康
診
断
は
長
年

社
会
制
度
と
し
て
実
践
さ
れ
、
健
診
機

関
側
で
質
を
ど
の
よ
う
に
保
つ
か
な
ど

の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

保
険
者
は
受
診
率
の
み
を
考
え
て
お
け

ば
よ
い
。対
し
て
、特
定
保
健
指
導
は
制

度
が
始
ま
っ
て
10
年
し
か
た
っ
て
お
ら

ず
、
特
定
保
健
指
導
の
質
を
担
保
す
る

仕
組
み
が
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。し
た
が
っ
て
、特
定
保
健
指
導
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
保
険
者
に
と
っ
て

は
、
常
に
特
定
保
健
指
導
の
量
を
増
や

す
こ
と
と
同
時
に
、
質
を
ど
う
担
保
す

る
か
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

結
果
説
明
会
で
利
用
率
向
上
に

期
待こ

こ
で
は
特
定
保
健
指
導
の
量
の
視

点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
特
定
保
健
指
導
の
量
と
は

特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
、
終
了
率
を

指
す
。特
定
保
健
指
導
制
度
は
、対
象
者

に
と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
保
健
事
業
の

た
め
、
周
知
の
仕
方
が
最
も
重
要
で
あ

る
。下
図
は
、私
ど
も
厚
生
労
働
科
学
研

究
班
が
分
析
し
た
特
定
保
健
指
導
の
利

用
率
と
関
連
す
る
保
険
者
要
因
を
分
析

し
た
も
の
で
あ
る
。
特
定
保
健
指
導
の

利
用
率
に
強
く
影
響
を
与
え
る
因
子
は

保
険
者
規
模
（
大
き
い
ほ
ど
低
い
）、
委

託
の
有
無
（
委
託
し
た
ほ
う
が
低
い
）、

特
定
健
診
の
結
果
説
明
会
（
実
施
し
て

い
る
と
高
い
）の
３
つ
で
あ
っ
た
。結
果

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
で

は
、
未
実
施
の
市
町
村
と
比
較
し
２
倍

以
上
も
利
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
た
。

結
果
説
明
会
は
利
用
率
が
低
迷
し
て
い

る
保
険
者
に
と
っ
て
最
も
効
果
が
期
待

で
き
る
事
業
で
あ
る
。

結
果
説
明
会
の
仕
組
み
を
他
の

事
業
に
活
用
へ

結
果
説
明
会
の
開
催
方
法
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
特
定
健
診
の
結
果
を
す
べ

て
説
明
会
で
本
人
に
手
渡
し
で
行
う
市

町
村
も
あ
る
が
、
階
層
化
結
果
が
積
極

的
支
援
や
動
機
づ
け
支
援
の
人
の
み
を

対
象
と
し
て
い
る
市
町
村
も
み
ら
れ

る
。
保
険
者
が
特
定
健
診
の
結
果
説
明

を
含
め
て
医
療
機
関
に
委
託
し
て
お

り
、
結
果
説
明
会
と
い
う
名
称
を
使
わ

特
定
保
健
指
導
の
効
果
を
上
げ
る
│
実
施
率
を
ど
う
高
め
る
か
│

合
同
会
社
生
活
習
慣
病
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー
 　
代
表
　
岡
山
　
明
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ず「
特
定
健
診
の
見
方
説
明
会
」と
し
て

実
施
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

結
果
説
明
会
が
利
用
率
向
上
に
寄
与

す
る
要
因
は
、対
象
者
に
と
っ
て
最
も
わ

か
り
や
す
い
「
健
康
診
断
」
と
い
う
制
度

の
な
か
で
、利
用
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。「
特
定
保
健
指
導
を
し
ま
す
」よ

り
特
定
健
診
の
見
方
を
説
明
し
、現
状
を

理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
特
定
保
健

指
導
に
よ
っ
て
改
善
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
れ
ば
、対
象
者
も
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
結
果
説
明
会
を
対
象
者
の

身
近
な
場
所
で
実
施
で
き
れ
ば
、
広
域

合
併
し
た
市
町
村
に
と
っ
て
保
健
事
業

の
足
場
を
整
備
し
た
こ
と
に
な
る
。
結

果
説
明
会
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
実

施
率
向
上
が
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
こ
の

仕
組
み
を
未
治
療
者
の
治
療
勧
奨
や
、

糖
尿
病
な
ど
の
重
症
化
予
防
事
業
の
対

象
者
の
募
集
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ま
た
、
一
部
の
市
町
村
で
特
定
保
健

指
導
担
当
者
と
特
定
健
診
担
当
者
が
異

な
り
、
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ

な
い
ま
ま
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。特
定
健
診
の
目
的
は
、対
象

者
の
循
環
器
疾
患
リ
ス
ク
の
評
価
だ
け

で
な
く
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と

な
の
で
、
特
定
保
健
指
導
に
結
び
つ
け

る
こ
と
は
特
定
健
診
の
効
果
を
高
め
る

重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
、
特
定
健

診
担
当
者
が
十
分
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。記

事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社

■プロフィール
生年月日：1955年8月24日

【職　歴】
1983年　大阪大学医学部 助手（環境医学講座）
1989年　滋賀医科大学医学部 講師（保健管理学講座）
1994年　滋賀医科大学医学部 助教授（福祉保健医学）
1999年　岩手医科大学 教授（医学部衛生学公衆衛生学）
2004年　国立循環器病センター 予防検診部長
2007年　財団法人結核予防会 第一健康相談所長
2014年4月　国立循環器病研究センター 予防健診部 客員部長　
2014年5月　生活習慣病予防研究センター 代表　
2016年7月　一般社団法人適塩・血圧対策推進協会 代表理事

【専門分野】
循環器疾患の要因、予防に関する研究。循環器疾患の地域差の推移に関する研究。循環器疾患発症
登録による急性循環器疾患の発症・予後の把握に関する研究。生活習慣病の予防のための健康教育
の方法論やその普及に関する研究。特に、高コレステロール血症、耐糖能異常、禁煙教育の効果的な
実施方法の研究と普及に興味を持つ。

【受　賞】
2014年２月　遠山椿吉記念　第3回　健康予防医療賞受賞
2014年６月　第29回日本心臓財団予防賞

～「生活習慣病に対する総合的保健指導法の開発と普及」における実績より～
2014年12月　日本総合健診医学会　H26年度優秀論文賞

「特定保健指導の効果評価と対照設定の方法に関する研究」

岡山　明 おかやま　あきら
合同会社生活習慣病予防研究センター 代表
日本循環器病予防学会 理事
国立循環器病研究センター予防健診部客員部長
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門客員教授
岩手医科大学 非常勤講師
日本大学医学部兼任講師

【学　歴】
1978年　東京大学教養学部基礎科学科卒業
1982年　大阪大学医学部医学科卒業

【免許等】 1982年　医師免許取得　

【学　位】 1989年　医学博士（大阪大学）

市町村保険者の要因別特定保健指導利用率（n=143）

出典：AMED「実践情報の解析による効果的な保健指導の開発と評価に関する研究」班（2014～2016）

委託形態 結果説明会保険者規模（受診者数）
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用
率
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と
訪
問
看
護
療
養
費
の
審
査
支
払
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
後
の
事
務
点
検
、

審
査
委
員
会
へ
の
対
応
、
入
力
デ
ー
タ
の

エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
、
確
定
処
理
さ
れ
た
支

給
申
請
書
の
保
険
者
へ
の
発
送
な
ど
、
職

員
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
連
携
し
な
が
ら

ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
進
め
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
過
誤
返
戻
業
務
も
行
っ

て
お
り
、
保
険
者
と
協
力
し
な
が
ら
療
養

費
の
適
正
な
支
払
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
か
ら
は
施
術
所
の
不
正
請
求

に
対
す
る
審
査
委
員
会
の
役
割
が
付
与
さ

れ
、
現
在
、
運
営
体
制
を
固
め
る
べ
く
新

た
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

療
養
費
係
で
は
、
療
養
費
（
鍼
灸
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
）
の
審
査
支
払
業
務
及
び
市
町

村
窓
口
で
受
付
を
し
た
療
養
費
（
鍼
灸
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
海
外
療
養
費
、
治
療
用
装

具
、
移
送
費
等
）
の
審
査
、
実
績
登
録
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
療
養
費

審
査
委
員
会
で
の
審
査
結
果
に
よ
る
施
術

所
や
保
険
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
通
じ

て
、
療
養
費
の
適
正
化
に
向
け
事
務
処
理

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
、
あ
は

き
療
養
費
の
受
領
委
任
制
度
導
入
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

受
託
業
務
係
で
は
、
国
保
保
険
者
や
後
期

審
査
部
審
査
第
四
課
は
、
課
長
を
は
じ

め
柔
整
係
（
職
員
６
名
、
パ
ー
ト
職
員
19

名
）、
療
養
費
係
（
職
員
６
名
、
パ
ー
ト
職

員
４
名
）
受
託
業
務
係
（
職
員
１
名
、
再
任

用
職
員
５
名
、
パ
ー
ト
職
員
５
名
）
の
３
係

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

係
の
業
務
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

柔
整
係
で
は
、
柔
道
整
復
施
術
療
養
費

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
療
養
費
に
関
す
る
一
次
審
査
で
は
対
応

出
来
な
い
、
複
数
月
の
施
術
を
確
認
す
る
縦

覧
点
検
や
医
科
レ
セ
プ
ト
と
の
突
合
、
鍼
灸

と
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
突
合
等
の
横
覧
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
療
養
費
の
被
保
険

者
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
行
い
、
調
査
結

果
を
取
り
纏
め
、
保
険
者
等
に
報
告
し
て
い

ま
す
。
施
術
所
の
請
求
に
不
正
等
が
疑
わ
れ

た
場
合
は
、
神
奈
川
県
や
保
険
者
等
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
３
つ
の
係
で
連
携
を
と
り

な
が
ら
療
養
費
の
適
正
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お問い合わせは
審査第四課
柔整係
TEL. 045-329-3430
療養費係
TEL. 045-329-3433
受託業務係
TEL. 045-329-3471

今回は、

審査第四課
の紹介です！
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の
業
務
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

国
保
連
合
会
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
気
持
ち
よ
く
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
情
報
交
換

が
で
き
、
知
り
合
っ
た
方
々
と
の
人
脈
及

び
時
間
、
経
験
す
べ
て
が
自
ら
の
財
産
と

な
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

交
流
先
（
国
保
連
合
会
）
の
上
司
、
同
僚
か

ら
の
一
言
！

半
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
保
険
者
事
務
電
算
共
同
処
理
の

概
ね
の
と
こ
ろ
は
掴
ん
で
帰
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。期
間
中
は
、当
課

の
職
員
も
地
方
自
治
体
の
事
務
の
厳
し
さ

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
、大
変
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。国
保

主
管
課
に
配
属
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
も
有
用
な
情
報
交
換
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
国
保
連
合
会
共
同
電
算
課
長
仁
木
政
彦
）

私
が
海
老
名
市
で
の
人
事
交
流
を
希
望

し
た
の
は
、
国
保
連
合
会
は
保
険
者
の
設
立

団
体
で
あ
り
、
保
険
者
の
た
め
の
業
務
を
行

う
組
織
で
す
が
、
直
接
保
険
者
の
業
務
に
関

わ
る
機
会
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
人
事
交
流
を
機
会
に
保
険
者
の
業

務
内
容
を
理
解
し
、
保
険
者
は
ど
の
よ
う
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、

今
後
の
連
合
会
業
務
に
役
立
て
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
職
員
人
事
交
流
を
希

望
し
ま
し
た
。

交
流
先
の
保
険
年
金
課
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
職
場
で
あ
り
な
が
ら
、
職
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
て
お

り
、
居
心
地
の
よ
い
職
場
環
境
で
し
た
。

海
老
名
市
で
は
国
保
業
務
全
般
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
と

し
て
保
険
年
金
課
で
は
被
保
険
者
か
ら
の

多
種
多
様
な
内
容
の
問
い
合
わ
せ
や
要
望

に
対
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応
を
し
て

お
り
、
海
老
名
市
は
限
ら
れ
た
職
員
数
で
多

大
な
業
務
を
効
率
よ
く
行
っ
て
い
る
と
い

っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

半
年
間
と
い
う
短
い
交
流
期
間
で
は
あ

平
成
29
年
10
月
よ
り
６
か
月
間
、
国
保

連
合
会
へ
の
人
事
交
流
と
し
て
研
修
を
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
打
診
が
あ

っ
た
際
に
は
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
業

務
、事
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
、知
識

も
な
い
中
で
、
研
修
が
有
益
と
な
る
か
不

安
で
し
た
が
、
ま
た
と
な
い
外
部
で
の
研

修
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
希
望
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

電
算
共
同
処
理
業
務
は
保
険
者
ご
と
に

運
用
が
違
う
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

様
々
な
問
い
合
わ
せ
や
要
望
、
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
不
具
合
等
へ
の
対
応
が
さ
れ
て

お
り
、
保
険
者
側
で
は
わ
か
ら
な
い
苦
労

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

職
場
環
境
の
違
い
に
苦
慮
し
た
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
か
つ
特
殊
な
業
務

が
あ
る
中
で
、
初
め
て
聞
く
言
葉
や
初
め

て
経
験
す
る
こ
と
が
多
く
、ま
た
、他
部
署

の
業
務
に
つ
い
て
も
、
個
別
の
研
修
を
実

施
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
国
保
主
管
課
に
配
属
と
な

り
約
５
か
月
経
ち
ま
し
た
が
、
人
事
交
流
を

通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
が
基
礎
と
な
り
、
日
々

り
ま
し
た
が
、
職
員
人
事
交
流
に
よ
り
保
険

者
と
連
合
会
の
業
務
内
容
や
、
問
題
点
を
相

互
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
の
業
務

効
率
化
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

旧
保
険
年
金
課
の
み
な
さ
ま
へ

人
事
交
流
の
期
間
中
は
い
ろ
い
ろ
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
連
合
会
が
保
険
者
の
み
な

さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
組
織
と
な
れ
る
よ

う
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

交
流
先
（
海
老
名
市
）
の
上
司
、
同
僚
か
ら

の
一
言
！

今
回
の
人
事
交
流
は
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
、
さ
ら
に
全
て
の
職
員
同
士
の
信
頼
向

上
に
も
つ
な
が
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
良
好
な
関
係
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
薬
師
寺
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
海
老
名
市
参
事
兼
国
保
医
療
課
長

澤
田
　
英
之
）

平成29年度保険者人事交流の報告

薬
師
寺
　
輝
史
（
在
職
年
数
：
10
年
目
）

連
合
会
で
の
所
属
課
：
審
査
管
理
部
審
査
管
理
課

交
流
先
で
の
所
属
課
：
保
健
福
祉
部
保
険
年
金
課

海老名市 国保連

永
田
　
啓
吾
（
在
職
年
数
：
11
年
目
）

海
老
名
市
で
の
所
属
課
：
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課

交
流
先
で
の
所
属
課
：
情
報
管
理
部
共
同
電
算
課
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５月25日（金）平成30年度全国国民健康保険
組合協会関東甲信越支部総会が、横浜市西区にあ
る「横浜ベイホテル東急」において開催された。
神奈川県歯科医師国保組合理事長 小澤 孜氏の開
会の辞からはじまり、主催地挨拶として、神奈川県
医師国保組合理事長 菊岡正和氏が挨拶を行った。
続いて、支部長挨拶として、全国土木建築国保組合
理事長 水田邦雄氏、また来賓挨拶として、神奈川
県健康医療局医務監兼保健医療部長 中澤よう子
氏、全国国民健康保険組合協会長 真野 章氏、本会
常務理事 中田泰樹が挨拶をした。
その後、菊岡理事長が議長に選出され、平成29
年度事業報告、平成29年度収入支出決算、平成
30年度事業計画、平成30年度収入支出予算、次

期総会開催地について審議が行われた。審議の結
果、すべて事務局原案通り可決された。次期開催地
代表として、千葉県歯科医師国保組合理事長 山口
誠一郎氏が挨拶を行った。最後に、神奈川県建設業
国保組合理事長 金澤博文氏から閉会の辞があり、
総会は成功裡に終わった。

東京都新宿区の日本青年館ホールにおいて、平成
30年度全国国保主管課長研究協議会が開催された。
事業運営上の諸問題を研究協議し、国保事業を発展さ
せるため、全国から新たに財政運営を担う市町村の国
保課長ら約780名が参加した。冒頭に主催者の国民
健康保険中央会理事長 原 勝則氏が挨拶をおこない、
続いて来賓である厚生労働省保険局国民健康保険課
長 野村知司氏が挨拶を述べた。来賓挨拶に続き、野村
課長が「新国保制度を取り巻く最新の状況について」
と題し、また、政策研究大学院大学教授 島崎謙治氏よ

り「新国保制度施行と今後の展開について」をテーマ
にそれぞれの講演がおこなわれた。
午後のシンポジウムでは、島崎教授による司会のも
と「新国保制度施行で見えてきた課題への対応につい
て」をテーマに、都道府県担当者２名、市町村担当者１
名、国保連合会担当者１名の計４名により、新国保制度
における取り組み方針、課題と対応、医療を取り巻く状
況、医療費適正化の取り組み、市町村事務処理標準シス
テム導入状況と、推進に向けた今後の対応などについ
て事例発表がおこなわれ、協議会は閉会した。

厚生労働省保険局
野村 氏

国民健康保険中央会
理事長　原 氏
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「健康なまちづくり」シンポジウムが、東京
都新宿区にある日本青年館ホールにて開催され
た。市町村の健康づくりを担当する職員など約
680名が参加した。
開会にあたり、国民健康保険中央会常務理事

中野 透氏が主催者挨拶に立ち、続いて来賓の厚
生労働省保険局国民健康保険課長 野村知司氏、
厚生労働省健康局健康課保健指導室長 加藤典子
氏が挨拶した。シンポジウムに先立ち、産業医
科大学医学部公衆衛生学産業保健データサイエ
ンスセンター教授 松田晋哉氏が「健康なまちづ
くりを考える」と題し、基調講演を行った。講
演の中で松田教授は、高齢者の生活保障なしに
は活力ある高齢者社会の実現は不可能と指摘し
た上で、高齢者の住環境に焦点を当てた「生活
することそのものがリハビリテーションになる
街づくり」について、また高齢者の問題だけで
なく、日本における子供の貧困問題と対策につ
いて説明した。
午後のシンポジウムでは、松田教授をコーディ
ネーターとして、また、本県大和市長 大木 哲氏
ら他4名をパネリストとして、『住民の健康づく
りに向けた課題とその解決―まち全体の健康づ
くり―』をテーマに事例発表が行われた。
大木市長は「健康都市やまと宣言」の3本柱で
ある ①人の健康　②まちの健康　③社会の健
康を軸に展開しているさまざまな事業内容（保健

師、管理栄養士の訪問による低栄養予防の取り組
み、やまとウォーキングピックの開催、乳がん超
音波検診の実施等）について説明した。これら大
和市が取り組んでいるさまざまな事業について
は厚生労働省の「第４回健康寿命をのばそう！ア
ワード」における優秀賞受賞や、WHOヘルス・
プロモーション国際会議への招待という形で大
きな評価を得ている。また、大和市文化創造拠点
「シリウス」には、図書館、芸術文化ホール、生
涯学習センターのほか、各種健康測定器を設置す
るなど、健康に関する様々なコーナーも整備され
ている。その後、大和市に続いて、大分県、東京
都、滋賀県、沖縄県のパネリストから、各都道府
県の保健所と市町村の連携による取り組みや、職
域保険との連携による事業展開などの事例が説
明された。

大和市長　大木　哲氏
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神奈川県国保会館にて7月30日（月）に開催された平成30年通常総会で、平成29年度事業実施報告並びに各会計決算等
について審議が行われた。
理事会議決事項の報告15件、議決事項の20件について提出議題があり、審議の結果全て事務局原案どおり可決された。

１
　
報
告
事
項

○
理
事
会
議
決
事
項
等
の
報
告

報
告
第
１
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

報
告
第
２
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
事
務
の
決
裁
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

報
告
第
３
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

報
告
第
４
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

報
告
第
５
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
財
務
規
則
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
６
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
特
別
会
計
の
設
置
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
７
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
国
保
会
館
建
設
資
金
等
積
立
金

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
８
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
及

び
高
額
医
療
費
共
同
事
業
経
理
規
則
の
廃

止
に
つ
い
て

報
告
第
９
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
介
護
給
付
費
審
査
支
払
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
10 
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
保
険
者
レ
セ
プ
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

（
後
期
）
運
用
管
理
規
則
の
廃
止
に
つ
い
て

報
告
第
11
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
保
険
者
レ
セ
プ
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

（
国
保
）
運
用
管
理
規
則
の
廃
止
に
つ
い
て

報
告
第
12
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
レ
セ
プ
ト
等
運
用
管
理
規
則
の

制
定
に
つ
い
て

報
告
第
13
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
及
び
高

額
医
療
費
共
同
事
業
規
則
の
廃
止
に
つ
い
て

報
告
第
14
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
障
害
介
護
給
付
費
等
支
払
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
15
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

２
　
議
決
事
項

議
案
第
１
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
実
施
報
告
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
２
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
３
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払
(国
民
健
康
保
険
等
診
療
報
酬
支
払
勘
定
)

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払
（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支

払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払
（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関
す
る
支
払
勘

定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
保
険
財
政
共
同
安

定
化
事
業
及
び
高
額
医
療
費
共
同
事
業
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
第
三
者
行
為
損
害
賠
償

求
償
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職
手
当
積

立
金
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
11
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務
（
業
務
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
12
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務
（
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
13
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関
係
業

務
（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等
支

払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
15
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等
（
障
害
介
護
給
付
費
･障
害

児
給
付
費
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
16
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務
（
業
務
勘
定
）
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
支

払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
18
号
：
平
成
29
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務
（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る

診
療
報
酬
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
19
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
20
号
：
平
成
30
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払
（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支

払
勘
定
）
特
別
会
計
予
算
補
正

公　告
平成30年7月30日開催した神奈川県国民健康保険団体連合会通常総会において議決を得た事業報告について、国民
健康保険法施行第26条において準用する同24条の規定に基づく公告本会規約第5条の規定により次のとおり行う。
平成30年7月30日

神奈川県国民健康保険団体連合会　理事長　内野　優内野理事長
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の
向
上
を
図
る
た
め
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に

対
す
る
処
理
方
法
や
療
養
担
当
規
則
並
び
に
医
学

的
な
知
識
等
に
関
す
る
研
修
を
全
体
及
び
階
層
別

で
行
っ
た
。

３

介
護
保
険
、障
害
者
総
合
支
援
に
係
る
業
務
の
円
滑
な
運
営

⑴
介
護
と
医
療
の
突
合
点
検
に
つ
い
て
は
、本
会
に
て

事
業
所
や
医
療
機
関
等
に
事
実
関
係
を
確
認
し
た

上
で
、正
当
分
か
請
求
誤
り
に
よ
る
過
誤
対
象
か
を

判
定
し
、
結
果
を
保
険
者
へ
報
告
し
た
。
縦
覧
点
検

に
お
い
て
は
、
点
検
を
実
施
後
、
本
会
よ
り
該
当
事

業
所
に
対
し
て
確
認
表
を
送
付
し
、返
信
さ
れ
た
結

果
を
も
と
に
給
付
実
績
内
容
と
照
合
・
確
認
を
実

施
し
、
正
当
分
か
過
誤
対
象
か
を
判
定
し
、
結
果
を

保
険
者
へ
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
保
険
者
事
務
負
担

の
軽
減
を
目
的
に
、介
護
と
医
療
の
突
合
点
検
及
び

縦
覧
点
検
に
つ
い
て
過
誤
申
立
情
報
の
代
行
入
力

及
び
登
録
を
行
い
、
過
誤
処
理
額
と
し
て
、
医
療
と

介
護
の
突
合
点
検
に
つ
い
て
３
３
０
０
万
円
、縦
覧

点
検
に
つ
い
て
は
８
７
０
０
万
円
の
効
果
額
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
保
険
者
に
お
け
る
介
護
給
付
適
正
化

の
推
進
を
目
的
と
し
た
巡
回
支
援
に
つ
い
て
は
、各

保
険
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
、23
保
険

者
に
実
施
し
た
。

⑵
障
害
者
総
合
支
援
法
等
が
改
正
さ
れ
、平
成
30
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
る
審
査
事
務
の
受
託
に
向
け
て
、改
修
さ

れ
た
障
害
者
総
合
支
援
給
付
等
支
払
シ
ス
テ
ム
の
運

用
テ
ス
ト
の
実
施
、台
帳
情
報
が
参
照
で
き
る
機
能
を

持
っ
た
独
自
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
ほ
か
、自
治
体
実
務

担
当
者
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催
し
、情
報
の
共
有
を

図
る
こ
と
で
、
制
度
改
正
に
よ
る
混
乱
が
な
い
よ
う
、

準
備
を
行
っ
た
。　
　
　
　

４
　
保
険
者
支
援
事
業
の
充
実
・
強
化
に
よ
る
医
療
費
適
正

化
の
推
進

⑴
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お

い
て
、保
険
者
の
効
果
的
な
保
健
事
業
の
実
施
に
向

け
て
、有
識
者
等
で
構
成
す
る
支
援
・
評
価
委
員
会

で
の
協
議
に
留
ま
ら
ず
、保
健
福
祉
事
務
所
と
保
険

者
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
け
、保
険
者
ご
と
の
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
た
具
体
的

な
助
言
等
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
全
体
研
修
会
・
ブ

ロ
ッ
ク
別
研
修
会
に
加
え
、
保
険
者
を
健
康
課
題
別

（
健
診
未
受
診
者
対
策
、生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対

策
）に
分
け
、支
援
・
評
価
委
員
に
よ
る「
個
別
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
を
開
催
し
た
。
一
方
、
神
奈
川

県
が
策
定
し
た「
神
奈
川
県
糖
尿
病
対
策
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
受
け
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

Ⅰ
　
重
点
事
項

１
　
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
等
を
踏
ま
え
た
新
た
な

シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
た
対
応

⑴
平
成
30
年
４
月
施
行
の
新
た
な
国
保
制
度
に
対
応

す
る
た
め
、国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
向

け
、
市
町
村
保
険
者
と
の
連
携
を
密
に
図
り
、
機
能

検
証
等
作
業
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、市
町

村
の
実
務
担
当
者
に
向
け
た
国
保
情
報
集
約
シ
ス

テ
ム
に
係
る
説
明
会
を
５
回
開
催
し
、シ
ス
テ
ム
の

機
能
概
要
説
明
や
運
用
テ
ス
ト
に
際
し
て
の
操
作

説
明
等
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
予
定
ど
お
り
平
成

30
年
４
月
に
同
シ
ス
テ
ム
の
本
稼
働
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

⑵
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
を
行
う
に
あ
た
り
、

シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
業
者
や
国
保
中
央
会
と
の
綿
密

な
連
携
の
も
と
、次
の
と
お
り
準
備
を
行
い
平
成
30
年

１
月
か
ら
稼
働
さ
せ
た
。

ア
平
成
29
年
８
月
か
ら
運
用
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
問
題

点
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
。

イ
同
年
11
月
か
ら
は
運
用
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施
し
た
。

ウ
保
険
者
実
務
担
当
者
向
け
説
明
会
を
３
回
開
催
し
、

情
報
を
共
有
し
た
。

エ
同
年
10
月
か
ら
本
会
に
実
機
を
設
置
し
、
保
険
者
実

務
担
当
者
向
け
に
シ
ス
テ
ム
（
端
末
）
操
作
研
修
を

行
っ
た
。

２
　
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強
化

⑴
平
成
29
年
10
月
に
国
保
中
央
会
・
連
合
会
が
策
定

し
た
「
国
保
審
査
業
務
充
実
・
高
度
化
基
本
計
画
」

に
沿
っ
て
、診
療
報
酬
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
平
成
29
年
10
月
審
査
分
よ
り
、
医
科
と
調
剤
の

突
合
点
検
に
お
け
る
対
象
薬
剤
を
８
５
０
項
目
追

加
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
審
査
の
拡

充
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
平
成
30
年
３
月
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
「
公
開
基
準
」
及
び

「
対
象
事
例
」
を
国
保
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
開
し
た
。

⑵
審
査
委
員
が
医
学
的
審
査
に
専
念
で
き
る
よ
う
、審
査

委
員
と
審
査
担
当
職
員
と
の
連
携
の
も
と
、審
査
委
員

か
ら
依
頼
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、職
員
が
事
前
に
抽

出
及
び
査
定
処
理
を
行
う
等
、職
員
に
よ
る
審
査
補
助

事
務
の
強
化
を
図
り
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
審
査
の

実
施
に
取
り
組
ん
だ
。

⑶
審
査
担
当
職
員
の
審
査
事
務
共
助
知
識
力
の
一
層

シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し
た
糖
尿
病
重
症
化
予
防
対

策
に
つ
い
て
、市
町
村
保
健
師
等
を
対
象
に
研
修
会

を
実
施
し
た
ほ
か
、「
デ
ー
タ
分
析
支
援
事
業
」と
し

て
、
希
望
の
あ
っ
た
17
保
険
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
要
望
内
容
に
応
じ
た
デ
ー
タ
の
作
成
・
分
析
・

提
供
を
行
っ
た
。

⑵
保
険
者
に
よ
る
第
三
者
行
為
求
償
事
案
の
早
期
発

見
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、本
会
の
独
自
シ
ス
テ
ム

に
て
、
レ
セ
プ
ト
情
報
等
か
ら
第
三
者
行
為
（
交
通

事
故
等
）
が
疑
わ
れ
る
被
保
険
者
を
抽
出
し
て
「
傷

病
原
因
調
査
一
覧
」や「
介
護
保
険
利
用
者
一
覧
」を

保
険
者
へ
提
供
し
、未
届
け
事
案
の
減
少
に
取
り
組

ん
だ
。
ま
た
、
保
険
者
の
抱
え
て
い
る
問
題
点
等
に

つ
い
て
、第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会
や
保
険
者

へ
の
巡
回
相
談
時
に
説
明
・
助
言
を
行
っ
た
。

加
害
者
直
接
求
償
事
務
に
係
る
受
託
範
囲
の
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
は
、国
の
対
応
方
針

を
受
け
、
本
会
主
催
の
都
市
部
会
等
を
通
じ
て
、
保

険
者
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
受
託
拡
大
す
る
範
囲

や
、受
託
開
始
・
解
除
要
件
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
た
結
果
、
平
成
30
年
度
か
ら
「
無
保
険
の
自
動

車
事
故
」
及
び
「
無
保
険
の
自
転
車
事
故
」
ま
で
受

託
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑶
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
に
向
け
て
、今

年
度
は
「
そ
の
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
用
薬
」
を
新
た
に

対
象
薬
効
に
加
え
て「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ（
は
が
き
）」の
作
成
を
行
っ
た
。そ

の
成
果
も
含
め
、平
成
30
年
３
月
診
療
時
点
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
数
量
シ
ェ
ア
は
、70
・
21
％
と

な
り
、前
年
同
月
対
比
で
３
・
72
ポ
イ
ン
ト
の
進
展

が
み
ら
れ
た
。ま
た
、対
象
薬
効
数
の
拡
大
に
向
け
、

関
係
団
体
と
調
整
を
行
い
、平
成
29
年
度
ま
で
13
薬

効
に
限
ら
れ
て
い
た
薬
効
数
を
、平
成
30
年
度
は
56

薬
効
に
大
幅
に
拡
大
し
て
実
施
す
る
こ
と
の
了
承

を
取
り
つ
け
た
。

５
　
業
務
の
効
率
化
及
び
経
費
の
節
減
並
び
に
適
正
で

透
明
な
事
業
運
営
と
会
計
事
務
の
遂
行

⑴
経
費
節
減
に
資
す
る
た
め
、
各
部
署
の
ノ
ー
残
業

デ
ー
の
実
施
に
よ
る
一
斉
消
灯
の
実
施
、
エ
レ
ベ

ー
タ
の
使
用
自
粛
、
冷
暖
房
の
温
度
管
理
、
夏
季

の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
及
び
冬
季
に
お
け
る
節
電

対
策
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
他
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
交
換
（
平
成
28
年
度
実
施
）
に
よ
る

節
減
効
果
も
含
め
て
、
交
換
前
と
比
較
し
て
電
気

代
は
13
％
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
経
費
節
減
効
果

の
高
い
節
水
型
便
器
（
水
量
50
％
減
）
へ
の
交
換

を
実
施
し
た
。
　

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
中
期
経
営
計
画
並
び
に
予
算
・

決
算
、
事
業
実
施
計
画
・
事
業
実
施
報
告
等
を
掲

載
し
、
透
明
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

⑶
「
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
行
う
収
益
事
業
に

係
る
法
人
税
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
平
成
26
年

10
月
31
日
付
厚
生
労
働
省
通
知
）」に
基
づ
き
、実
費

弁
償
を
基
本
と
し
て
、適
正
な
財
務
運
営
を
行
う
と

と
も
に
、
監
事
監
査
規
則
に
基
づ
く
例
月
検
査
、
定

例
検
査
及
び
決
算
審
査
を
実
施
し
、適
正
で
透
明
な

会
計
事
務
の
遂
行
に
努
め
た
。ま
た
、財
務
諸
表（
貸

借
対
照
表
・
正
味
財
産
増
減
計
算
書
等
）
を
作
成

し
、
適
正
な
財
務
状
況
の
指
標
と
し
て
、
理
事
会
及

び
総
会
等
の
参
考
資
料
と
し
て
提
示
し
た
。

⑷
新
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
、
複
式
簿

記
、
財
務
諸
表
作
成
等
の
公
益
法
人
会
計
処
理
へ

の
対
応
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
操
作
性

の
向
上
、
執
行
伺
の
伝
票
数
の
削
減
等
、
事
務
の

効
率
化
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
設
計
を
行
っ
た
。

平
成
30
年
２
月
に
実
際
に
作
業
を
行
う
財
務
課
及

び
出
納
室
の
職
員
の
端
末
に
新
し
い
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
、
本
番
デ
ー
タ
を
投

入
し
、
平
成
30
年
３
月
に
シ
ス
テ
ム
担
当
職
員
に

よ
る
動
作
確
認
、
財
務
課
及
び
出
納
室
の
職
員
に

対
す
る
操
作
研
修
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
必
要
な

改
修
を
行
っ
た
上
で
、
予
定
ど
お
り
平
成
30
年
４

月
に
本
稼
働
を
迎
え
た
。

６
　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
充
実
・
強
化

平
成
29
年
度
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
認
証
取
得
後
の
初

年
度
の
運
用
と
し
て
、
運
用
管
理
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
沿
っ
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し

た
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
維
持
及
び
継
続
的
な
改
善
に
向
け

て
、
次
の
と
お
り
取
り
組
ん
だ
。

ア
各
課（
室
）の
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国保連発信

神奈川県国民健康保険団体連合会財産目録
1．建物 平成30年3月31日現在

区　分 場　所 取得年月日 取得価格 面　積　　　　　　　

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番地１ 平成 12年 11月 22日 2,516,358,600 円 床面積　6,666.47㎡

2．土地 

区　分 場　所 取得年月日 取得価格 面　積　　　　　　　

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番１ 平成 10年 3月 31日 959,509,900 円 地　積　1,109.24㎡

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番６,7 平成 14年 3月 29日 114,050,219 円 〃　　　242.31㎡駐　　車　　場

〃 横浜市西区楠町 28番 1,4,5 平成 14年 3月 29日 249,412,781 円 〃 529.90㎡

合　　　計 1,322,972,900 円 1,881.45㎡

3．積立金 

区　　分 区分別合計金額 預け入れ先金融機関 預金等種別 金　額 備　考　　　　　　　

退職給付引当資産 1,352,103,572 円 株式会社 横浜銀行 普通預金 194,145,088 円

三井住友信託銀行 定期預金 500,000,000 円

SMBC日興証券株式会社 債　　券 207,958,484 円 ◎預金等種別内訳

大和証券株式会社　    定期預金 300,000,000 円 ○定期預金58.5％

大和証券株式会社　    債　　券 100,000,000 円 3,283,414,980 円

みずほ証券株式会社 債　　券 50,000,000 円 ○債　　券 6.4％

運営資金積立金 213,281,941 円 株式会社 みずほ銀行 普通預金 4,705,390 円 357,958,484 円

株式会社 横浜銀行 普通預金 32,051,571 円 ○普通預金35.1％

大和証券株式会社　    定期預金 176,524,980 円 1,973,219,126 円

財政調整基金積立資産 515,810,000 円 株式会社 横浜銀行 普通預金 515,810,000 円

減価償却引当資産 1,662,197,437 円 株式会社 横浜銀行 普通預金 793,787,437 円

大和証券株式会社 定期預金 868,410,000 円

国保会館建設資金 1,524,019,640 円 株式会社 みずほ銀行 普通預金 224,019,640 円
等　積　立　金

大和証券株式会社 定期預金 1,300,000,000 円

電算処理システム 347,180,000 円 株式会社 横浜銀行 普通預金 208,700,000 円
導入作業経費積立資産

大和証券株式会社 定期預金 138,480,000 円

積立金合計 5,614,592,590 円 5,614,592,590 円
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国保連発信

平成29年度各会計決算状況

会　計　区　分
歳　　入 歳　　出 歳　入　歳　出　 翌年度へ繰越（円）
収入済額（円） 支出済額（円） 差引残高（円）

1 一 般 会 計

2 診療報酬審査支払(業務勘定)
特 別 会 計

診 療 報 酬 審 査 支 払
3 （国民健康保険等診療報酬支払勘定)
特 別 会 計
診 療 報 酬 審 査 支 払

4 （公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）
特 別 会 計

5 特定健康診査・特定保健指導等
事 業 特 別 会 計

診 療 報 酬 審 査 支 払
6 （出産育児一時金等に関する支払勘定）
特 別 会 計
保険財政共同安定化事業及び

7 高 額 医 療 費 共 同 事 業
特 別 会 計

8 第三者行為損害賠償求償事業
特 別 会 計

9 職 員 退 職 手 当 積 立 金
特 別 会 計

10 介 護 保 険 事 業 関 係 業 務
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計

11 介 護 保 険 事 業 関 係 業 務
（介護給付費支払勘定）特別会計

介護保険事業関係業務（公費
12 負担医療等に関する報酬等

支 払 勘 定 ）特 別 会 計

13 障害者総合支援法関係業務等
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計

障害者総合支援法関係業務等
14 （障害介護給付費・障害児

給付費支払勘定）特別会計

15 後期高齢者医療事業関係業務
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計

後期高齢者医療事業関係業務
16 （後期高齢者医療診療報酬

支 払 勘 定 ）特 別 会 計
後期高齢者医療事業関係業務

17 （公費負担医療に関する診療
報酬支払勘定）特別会計

合　　　　　計

1,065,096,801 1,054,840,298 10,256,503 10,256,503

4,809,618,301 4,572,954,243 236,664,058 236,664,058

619,982,594,694 619,862,785,843 119,808,851 119,808,851

37,731,289,924 36,402,295,754 1,328,994,170 1,328,994,170

5,218,834,162 5,217,254,831 1,579,331 1,579,331

3,612,461,760 3,612,191,533 270,227 270,227

205,646,950,489 205,646,950,489 0 0

1,609,602,651 1,609,602,651 0 0

166,611,894 161,608,915 5,002,979 5,002,979

3,812,750,353 3,696,040,073 116,710,280 116,710,280

598,377,943,571 598,364,895,533 13,048,038 13,048,038

7,423,381,297 7,423,203,372 177,925 177,925

487,853,535 408,213,063 79,640,472 79,640,472

160,285,815,865 160,263,538,162 22,277,703 22,277,703

3,863,381,147 3,396,849,608 466,531,539 466,531,539

858,350,143,801 858,334,315,489 15,828,312 15,828,312

1,559,111,908 1,558,978,908 133,000 133,000

2,514,003,442,153 2,511,586,518,765 2,416,923,388 2,416,923,388
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診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】

《5月診療分》（一般＋退職）

【保険者別受診率（一般＋退職）】

《6月診療分》（一般＋退職）

《7月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 34,877 502,789 20,239,940,570 580,323 9,771 1.68
入院外 1,455,037 2,282,781 21,210,952,650 14,578 10,240 70.24
歯　科 344,575 641,448 4,603,455,420 13,360 2,222 16.63

2,071,394 小　　　計 1,834,489 3,427,018 46,054,348,640 25,105 22,234 88.56
調　　　剤 1,046,812 1,263,071 11,620,203,850 11,101 5,610
訪 問 看 護 5,420 35,705 395,128,130 72,902 191
食事療養費 32,966 1,286,179 853,741,485 25,898 412
合　　　計 2,886,721 3,462,723 58,923,422,105 20,412 28,446

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 34,739 487,289 20,047,203,940 577,081 9,615 1.67
入院外 1,450,074 2,276,234 21,006,189,730 14,486 10,074 69.54
歯　科 356,050 661,657 4,738,335,550 13,308 2,272 17.08

2,085,099 小　　　計 1,840,863 3,425,180 45,791,729,220 24,875 21,961 88.29
調　　　剤 1,037,640 1,239,653 11,290,784,100 10,881 5,415
訪 問 看 護 5,387 34,993 384,117,350 71,305 184
食事療養費 32,916 1,242,401 824,950,084 25,062 396
合　　　計 2,883,890 3,460,173 58,291,580,754 20,213 27,956

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 34,344 496,074 20,014,764,920 582,773 9,550 1.64
入院外 1,454,973 2,265,900 21,260,255,290 14,612 10,144 69.42
歯　科 346,511 641,176 4,557,842,770 13,154 2,175 16.53

2,095,810 小　　　計 1,835,828 3,403,150 45,832,862,980 24,966 21,869 87.60
調　　　剤 1,046,672 1,252,085 11,371,050,900 10,864 5,426
訪 問 看 護 5,331 34,756 380,837,420 71,438 182
食事療養費 32,514 1,265,785 840,280,383 25,844 401
合　　　計 2,887,831 3,437,906 58,425,031,683 20,231 27,877

診
療
費

１人当たり費用額（円）
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診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 351,199 15,429,825,811 13,664,577,044 1,448,337,561 316,911,206
短 期 入 所 サ ー ビ ス 20,987 2,065,334,470 1,766,790,848 285,062,823 13,480,799
居 宅 療 養 管 理 指 導 127,394 1,022,640,540 903,086,283 96,016,722 23,537,535
地域密着型サービス 61,239 8,270,821,056 7,335,700,544 781,410,767 153,709,745
特定施設入居者生活介護 20,949 4,531,123,827 3,974,644,497 540,086,680 16,392,650
居　宅　介　護　支　援 192,164 2,561,436,286 2,561,436,286 0 19,933,873
施　設　サ　ー　ビ　ス 53,577 17,881,879,104 15,248,505,092 2,480,928,468 152,445,544
市 町 村 特 別 給 付 21 100,290 90,261 10,029 0

合　　　計 827,530 51,763,161,384 45,454,830,855 5,631,853,050 696,411,352

介護給付費統計 （平成30年5月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 361,953 16,504,473,445 14,613,343,021 1,543,854,725 347,275,699
短 期 入 所 サ ー ビ ス 21,470 2,163,334,136 1,850,659,875 298,140,352 14,533,909
居 宅 療 養 管 理 指 導 129,181 1,046,327,050 924,137,462 98,935,495 23,254,093
地域密着型サービス 63,399 8,849,941,397 7,850,729,676 830,736,633 168,475,088
特定施設入居者生活介護 21,377 4,790,943,136 4,201,378,893 573,720,513 15,843,730
居　宅　介　護　支　援 195,379 2,596,462,378 2,596,462,378 0 20,283,674
施　設　サ　ー　ビ　ス 54,576 18,870,543,094 16,089,117,795 2,617,310,895 164,114,404
市 町 村 特 別 給 付 0 0 0 0 0

合　　　計 847,335 54,822,024,636 48,125,829,100 5,962,698,613 753,780,597

（平成30年6月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 361,722 16,234,734,163 14,377,225,262 1,522,364,940 335,143,961
短 期 入 所 サ ー ビ ス 21,228 2,100,640,747 1,797,718,974 291,615,488 11,306,285
居 宅 療 養 管 理 指 導 130,309 1,050,518,110 927,654,906 98,690,540 24,172,664
地域密着型サービス 63,550 8,601,173,365 7,630,623,031 810,035,011 160,515,323
特定施設入居者生活介護 21,473 4,657,174,468 4,083,499,446 557,729,807 15,945,215
居　宅　介　護　支　援 196,336 2,606,320,060 2,606,320,060 0 20,566,556
施　設　サ　ー　ビ　ス 54,256 18,211,801,739 15,528,201,706 2,527,644,788 155,955,245
市 町 村 特 別 給 付 35 185,380 166,842 18,538 0

合　　　計 848,909 53,462,548,032 46,951,410,227 5,808,099,112 723,605,249

（平成30年7月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 56,174 890,003 32,793,796,540 583,790 30,596 5.24
入院外 1,485,228 2,615,570 23,642,524,460 15,918 22,058 138.57
歯　科 261,285 504,329 3,658,003,250 14,000 3,413 24.38

1,071,816 小　　　計 1,802,687 4,009,902 60,094,324,250 33,336 56,068 168.19
調　　　剤 1,132,666 1,439,371 14,596,354,150 12,887 13,618
訪 問 看 護 4,982 38,181 433,028,460 86,919 404
食事療養費 52,891 2,124,679 1,440,510,314 27,235 1,344
合　　　計 2,940,335 4,048,083 76,564,217,174 26,039 71,434

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 56,098 859,638 32,061,055,860 571,519 29,848 5.22
入院外 1,492,166 2,644,042 23,547,186,870 15,781 21,922 138.92
歯　科 265,686 514,710 3,784,761,320 14,245 3,523 24.73

1,074,155 小　　　計 1,813,950 4,018,390 59,393,004,050 32,742 55,293 168.87
調　　　剤 1,135,643 1,437,288 14,532,420,640 12,797 13,529
訪 問 看 護 4,957 37,181 424,193,770 85,575 395
食事療養費 52,970 2,051,947 1,392,796,492 26,294 1,297
合　　　計 2,954,550 4,055,571 75,742,414,952 25,636 70,513

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 57,949 910,516 34,079,547,470 588,096 31,643 5.38
入院外 1,496,004 2,631,068 23,680,665,620 15,829 21,987 138.90
歯　科 255,669 493,221 361,417,886 1,414 336 23.74

1,077,006 小　　　計 1,809,622 4,034,805 61,374,391,950 33,916 56,986 168.02
調　　　剤 1,145,281 1,466,206 15,091,293,170 13,177 14,012
訪 問 看 護 5,120 39,489 454,525,020 88,774 422
食事療養費 54,625 2,165,125 1,469,645,783 26,904 1,365
合　　　計 2,960,023 4,074,294 78,389,855,923 26,483 72,785

診
療
費

《5月診療分》

《6月診療分》

《7月診療分》

国保連発信
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３
日
　
特
定
保
健
指
導
事
務
担
当
者
研
修
会

（
波
止
場
会
館
）

３
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

４
日
　
運
営
協
議
会

（
国
保
会
館
）

９
日
　
決
算
審
査

（
国
保
会
館
）

10
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

11
日
　
広
報
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日
　
理
事
会
　

（
国
保
会
館
）

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）　
　
　
　
　
　
　
　

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
介
護
保
険
事
務
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
）

20
日
　
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
徴
収
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
国
保
会
館
）

21
日
　「
い
ち
ょ
う
の
会
」研
修
会

（
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
）

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

24
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日
　
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

（
国
保
会
館
）

30
日
　
通
常
総
会

（
国
保
会
館
）

31
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

１
日
　
神
奈
川
県
都
市
国
保
連
絡
協
議
会
・
都
市
部
会

（
座
間
市
役
所
）

７
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

７
日
　
町
村
部
会
　

（
国
保
会
館
）

14
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

18
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
23
日
）

（
国
保
会
館
）

7/4　運営協議会

7/11　広報委員会7/17　理事会
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20
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日
　
組
合
部
会

（
国
保
会
館
）

21
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

21
日
　
国
保
共
電
に
係
る
実
務
担
当
者
説
明
会

（
国
保
会
館
）

22
日
　
平
成
30
年
度
全
国
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会
（
日
本
青
年
館
ホ
ー
ル
）

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

23
日
　
第
35
回「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
日
本
青
年
館
ホ
ー
ル
）

24
日
　
介
護
保
険
事
務
処
理
委
員
会
  

（
国
保
会
館
）

28
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

29
日
　
保
健
事
業
推
進
協
議
会

（
国
保
会
館
）

４
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
  

（
国
保
会
館
）

８
日
　「
い
ち
ょ
う
の
会
」災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会（

平
塚
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

11
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

11
日
　
第
１
回
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）シ
ス
テ
ム
部
会

（
国
保
会
館
）

12
日
　
市
町
村
保
健
師
研
修
会
及
び

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）シ
ス
テ
ム
活
用
研
修
会
（
国
保
会
館
）

18
日
　
保
険
料（
税
）徴
収
実
務
初
任
者
研
修
会

（
神
奈
川
自
治
会
館
）

18
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
）

20
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

26
日
　
第
１
回
保
険
料（
税
）徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業（
〜
28
日
）

（
秦
野
市
・
藤
沢
市
・
箱
根
町
）

9/11　第１回国保データベース
（KDB）システム部会

8/29　保健事業推進協議会

8/1　都市部会8/7　町村部会8/20　組合部会
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５～６日 第58回全国国保地域医療学会 アスティとくしま
11日 ヘルスサポート事業ブロック別研修会 神奈川県国保会館

25～26日 関東甲信静地区国保診療施設協議会 甲府富士屋ホテル
30日 神奈川県国民健康保険運営協議会長等協議研修 横浜キャメロットジャパン
31日 「いちょうの会」役員会 神奈川県国保会館

６日 運営協議会 神奈川県国保会館
12～14日 保険料(税)徴収アドバイザー派遣事業(第２回) 秦野市・藤沢市・箱根町

16日 国保制度改善強化全国大会 明治神宮会館
22日 理事会 神奈川県国保会館

12～14日 保険料(税)徴収アドバイザー派遣事業(第３回) 秦野市・藤沢市・箱根町

10月

11月

12月

今
年
の
夏
は
、
と
て
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し

た
が
、
９
月
に
な
り
少
し
ず
つ
涼
し
く
な
っ
て

き
て
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

秋
と
い
え
ば
、
読
書
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
・
食
欲
の
秋
な
ど
過
ご
し
方
は
様
々
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
秋
を
過
ご
す
予
定

で
す
か
。
私
は
、
秋
を
先
取
り
し
た
い
と
思

い
、
箱
根
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
大

涌
谷
に
行
き
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
乗
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
の
高
さ
で
高
所

恐
怖
症
の
私
は
景
色
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

大
涌
谷
は
沢
山
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
、

名
物
で
あ
る
黒
た
ま
ご
を
購
入
し
て
い
る
人
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
黒
た
ま
ご
は
、
１
つ
食
べ
る

と
寿
命
が
７
年
延
び
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
大
涌
谷
に
あ
る
「
延
命
地
蔵

尊
」
と
い
う
お
地
蔵
様
に
あ
や
か
り
、
黒
た
ま
ご

を
食
べ
る
と
寿
命
が
延
び
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
私
も
購
入
し
て
み
ま
し
た
。
殻
は
真
っ

黒
で
し
た
が
、
中
身
は
普
段
食
べ
る
ゆ
で
た
ま
ご

と
変
わ
ら
な
い
色
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
ご
は

と
て
も
ホ
カ
ホ
カ
で
、
黄
身
が
ほ
く
ほ
く
し
て
い

て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
旅
行
で
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
、
の

ん
び
り
観
光
し
て
、
温
泉
に
入
り
、
夏
の
疲
れ

を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
更
に

過
ご
し
や
す
く
な
る
と
思
う
の
で
、
色
々
な
と

こ
ろ
に
出
掛
け
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

伝言板
国民健康保険料（税）収納率向上PR広告を実施します!

■新聞広告　 （掲載サイズ：半3段）

●読売新聞　：10月17日 掲載
●神奈川新聞：11月14日（掲載予定）

■ラジオ放送　 （20秒スポットCM）
FMヨコハマとニッポン放送で実施します。
●10月17日～20日　　各局８回　
●11月14日～17日　　各局８回



測定を開始して
から、たった約 20
秒で血管年齢の分
かる優れた健康測
定器だと思います。
結果は思っていた
より良かったので、
これを機に、より健
康に気を使うよう
に努めたいと思い
ました。

本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。

定

● 体験者の感想 ●

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
（『国保保険者のみなさまへ』にはＩＤ・パスワードが必要です）

ホームページアドレス　

お問い合わせ先
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は…

「メタボリ先生」
（加速度脈波測定器）
血管年齢と肥満度をチェックします

今回体験するのは、
本会職員のO・Kさん！

必要項目を入力！

血 管 年 齢 は 40 歳 !!
実年齢マイナス3歳！

人差し指または中指の
腹をセンサ―部に軽く
のせて約20秒で測定 !!

血管年齢測定
結果レポート測

果結



■A4判／2頁カラー／
　リーフレット

今、特定保健指導を受ければ、
まだ間に合います！

50442

定価  25円（税抜）

■B6変型判／
　8頁カラー／
　リーフレット

知って実践！  安心の
特定保健指導

50282

定価  40円（税抜）

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

特定保健指導対象者のみなさまへ
必ず受けなきゃ 特定保健指導

50033

定価  40円（税抜）

お問い合わせ TEL 03（3291）9841
東京都千代田区神田猿楽町1-5-18　〒101-0064

●特定保健指導の利用勧奨・再勧奨に

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

まだ受けていない40歳～74歳のみなさまへ
受けなきゃ 行かなきゃ 特定健診

50482

定価  40円（税抜）

■B6変型判／
　6頁カラー／
　リーフレット

国民健康保険にご加入の皆さまへ
受けましたか？ 今年の特定健診

50352

定価  35円（税抜）

■A4判／2頁カラー／
　リーフレット

今年の特定健診は
もう受けましたか？

50292

定価  20円（税抜）

●特定健診の未受診者対策に

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

■監修　久保　明（医療法人財団百葉の会銀座医院 院長補佐・
　　　　抗加齢センター長、常葉大学健康科学部長・教授、医学博士）
■体操　広瀬統一（早稲田大学スポーツ科学学術院教授）
■料理　岩﨑啓子（管理栄養士）

■監修　辻　一郎
　（東北大学大学院医学系
　 研究科 教授）

ご注意ください！
整骨院・接骨院（柔道整復師）・鍼灸師のかかり方

81613

定価  40円（税抜）

定価  270円（税抜）

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット
■B6変型判／8頁カラー／
　リーフレット

■A4判／32頁カラー／中とじ

柔道整復師・鍼灸師の
正しいかかり方

81124 81135

くらしに役立つ健康情報 季節の健康カレンダー

91265

定価  250円（税抜）

■A4判／
　28頁カラー／
　中とじ

91516

定価  200円（税抜）

■B5判（25mm余白付き）／
　28頁カラー／中とじ

91318

定価  各40円（税抜）

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット
■シールサイズ
　〈5×15mm／
　　12.5×45mm〉

ジェネリック医薬品をご利用ください
ジェネリック医薬品希望シール・希望カード付き

46302

定価  80円（税抜）

●医療費適正化対策

●カレンダー2019年版●

株式会社 社会保険出版社

住民向け啓発冊子のご案内住民向け啓発冊子のご案内

健康長寿カレンダー

A4判 B6変型判 シール12枚 カード4枚

A4判

B5判

高齢者
向け

社会保険出版社株式
会社

※ご検討のため見本をご希望の際は、お気軽にご連絡ください。無償で送付いたします（原則1部）。
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